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Lヒjマル カツヲブ シムシ~lAnthrenusverbasciLinnaeus.

成曲の集束する花に就 きて

山 出 保 治

Lヒメ-Lカツヲブシムシ1の戚鞄は､野外lD種々の柁に集氷するO戚鼓がほに賑怠る状況棒

植物の種燕によって違ふLl斯の様に､此様0)戚晶は野外の花に集まる習煙を持って屠るが,野

外の花に一一･腫脹まってからでないと,繁殖することが舶来ないかといふに,必ずしも野外に山

なくとも､研究執 勺の飼育容器の巾で.羽化した戚晶が英雄 容々辞のrljで交尾産卵 して,簸鵜

を繰り返 して屠るもの も利常にあるO

従兼､L此種の成曲が花に集まるのは.花粉を食べたり,北蟹 在吸収 した()するたが亡､其間

に交尾をして､聴聞鼠伽 こ飛乗して､三毛II打や羅紗などの毛織物に卯を産み付け､野外では鳥の

典に飛来して､I-R所に落ちてある鳥の羽毛に庸卵するものである1と言ほれて屠るが､此間の

習性につきては､今少しく鯖査する必要があると淑ふo

Lヒメマルカ､ヅヲブシムシ1の成鼻が花に兼兼するのは,沌利なる晴-*のときに散 も多く､鯛

の日には殆んど見られなくて､長大の臼には少ない｡昭和十三､十四の柄科 こ､凍大鹿興部構

内や,附妃の北rjJlL 茶tlI,--乗寺の,-潤 に成って､UTq)=]下旬よりL･月上旬まで,晴天の峠

には殆んど毎日出かけて､観察媒集せる結泉によれば,損初の採集日払t7-_月八日で.巌柊は六

月二十日であって､五月八日L:l前と六月二十日以後には l性を も見ることが出水なかったL,即

ち､Lヒメマルカヅヲブシム･11成魚の野外(D姥に装束するのは､東都附妃では､if.月 中旬から

六月中旬の間で､茶巾でも特に多いg)は五月Trglから六月L_iiJ朝田でありるo此時季に1個の I

Lフランスギク1花ILに集まって屠る此種成魚は多いのでは､3叩L:巻数へることがTLjJ,来たo

Lじメマルカツヲブシムシ1成曲の基象る花が､植物の碗嬢によって柑漁のあることは.既に

前に述べた如くであり.基数が非う削二多いもの､少ないもID,城は全然韮まらないもの もあるo

凍って､此棟成轟が集まる植物の横瀬と基基まる程度rD棚連を知り置 くことは､Lヒメマルカツ

ヲブシムシ1q)防除封策上 放 ,も必要なる調査事項の-であるO由って､範者が班丸 米都附

近及び基地に於て調査せるものと,先輩諸氏によlf)て記述射 Llこちものとを参酌 して.此種成

島の集まる裾,D植物種名と鼻の集怠るIl利別及び鼻の集まる多少につきて､以下記載 して見よう

と思ふのである｡,此調査をなすに常かて､植物種名の同定に就き､駄卯に教示されたる斑拳博
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-.i:小泉瀬-･比と鹿埠卜I.･左 目1本.[紙 に射して,操卸の意を衣すると■lL壬に､調査に終始助力せ吊 L･

ナニる祥 1二L久代氏に感謝の忠恕衣すO
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帯 瑚5月下-6月中朝 少

以上の如 く､観察せ し46陳の植物の中で､棺に多くLヒメマルカヅヲブシムシ10)戚巌が溢

水 したのは.次の6科8種､卸も､Lク1)1(2)Lアブラナ1(9)Lカナメモチ1(16),Lコデマリ1(19)

Lニンジン1(25)､Ljlギ1〔3恥 Lシュンギク1(41)､Lフランスギク1(43)であるO

之等 8種の植物の共通筑 托 して,肉脚 /I)に見られるのは､北の色彩が殆んと皆には,､或は白

に掛 ､色彩なして屠ることと､開花時別が殆んiLl皆同一なることの,二つだけであって､光他

に特殊な鮎は殆んど見川すことが出兼ないO花の色彩が白で､咲 く時期が同一であることだけ

ならば､之等以外の他の植物にも多く見熟 すられるのに もか はゝらす､恥 避8種の植物に限っ

て特に多く集兼することは､他に特殊な或る原因が存在 しなくてはならない､之に就 きては更

に画光の上で旭日報告の機骨があると思ふO ,

Lヒメマルカヅヲブシムシ｢の成魚が,Lフランスギク1似 こ多く基ま郎馴射二就きては､既に

述べた通 りであるが､之に開通 して-請:の様な興味のある許を開いたことがある｡茶杓=ヒ仁川ト
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Lフランスギク1花に塊まれるLt:メマJt,カツ=/ブシムツ1の成簸､略'<焚大｡

帯の堤家では､従凍副盤 として､草花を多 く栽培 して居ろ.之等の花は夕方切 り取 られて､.宅

早朝市中を亘竺()に廻はる.此仕事は弗んど皆kr17.:女子によってなされて冒る.虞が､半朝､蜘上

に乗せ られた り｡小利 こ梢 まれて､家を出るときには､其従のIl]の Lフラ ンスギ ク1に Lヒメ

マルカツヲブシムシ｢の戒..Aが､ 1匹 も止 まって居なカったのに､711円を責 りに廻って居る間

に.此成鼓かイ耶寺何鹿からともなく､如上や､串 ヒの花 Lフ ランス ギ ク1に集まって凍て､正

午頃に もなると,至Jiれ残 りの-1ltに多 く見 られ るので､至掌れ残 りの上に､晶が従に止まって居 ら

ので､斯の様な花はだめだと副 まれて､小吉を聞いた上に､買って もらへないことが､皮/qあ

るので1射ると云ふのである｡面白い許だと思ふので問いたま ゝ別け加へてGl-く.
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